
１．はじめに

本工事は、東京都東部低地帯の河川施設整備計
画に基づいた水門設備一式の更新、および本体工
の耐震補強工事である。
�１ 工 事 名：竪川水門耐震補強工事
�２ 発 注 者：東京都
�３ 工事場所：東京都墨田区千歳一丁目地内
�４ 工 期：平成２６年３月６日～

平成３０年３月１４日
・鋼製単葉ローラゲート H８．８６×W１１．０ ２門
・鋼製付属設備一式
・躯体補強工ほか一式
・電気工事一式
・上屋建築工事一式

図―１ 工事概要

２．現場における問題点

１号、２号ゲート門柱表面被覆工（PP工法に
て施工）は、それぞれコンクリート門柱表面約１２８
m２にポリマーセメントを吹付ける作業であり、

当初計画では通常どおり作業日数２２日を計画して
いたが１号ゲート作業完了時の作業日数は３２日と
なり、計画より大幅に遅延した。遅延の原因の理
由は大別して２点あり、１点は時期的に降雨が多
く、施工中の降雨で計６日間作業を中止している
こと（ポリマーセメントは付着面に水分があると
付着せず、剥がれてしまう）。もう１点は外気温
が高くポリマーセメントの硬化が極端に早まった
ためにノズル手前で配管が閉塞し、これを分解除
去するために作業を中断したことが原因である。
更に、施工前に設置した水糸のみを基準として左
官仕上げを行ったことで、門柱の角になる箇所が
綺麗な直線に仕上がらず、手直しにも時間を割く
必要が生じた。
１号ゲート施工時期は９月中旬から１０月下旬で
あったため、翌年９月初旬から施工を計画してい
た２号門柱施工では、上記の問題に対し事前に対
策を講ずる必要があった。
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図―２ 表面被覆工の全体図
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３．工夫・改善点と適用結果

遅延原因を改善するため雨養生の強化、使用材
料の冷却および温度管理を行った。また、品質改
善策として門柱の角になる箇所に面木を事前に固
定し、これを基準に仕上げを行った。

３―１ 雨養生の強化

図―４ 養生の強化
足場には防音シートを敷設していたが、この内
部をブルーシートにより完全に養生することで、
多少の降雨でも作業を継続することが可能となり、
防音シートや足場をポリマーセメントで汚損する
こともなくなった。採光面で不利になったが、ヘル
メットにライトを着用することで、問題は解決した。

３―２ 使用材料の冷却
ポリマーセメントはマグネライン３号（紛体）
とマグネエマルジョン（液体）を撹拌して材料と
するが、マグネエマルジョンは荷姿が一斗缶のた
め、夏季施工時は外気温により温度上昇が著しい
ので、水槽にチラーユニット（冷却水循環装置）
を設置して冷却した。冷却は作業直前のみでは材
料温度が下がらないので、施工期間中は２４時間絶
間なく冷却した。材料の冷却により、気温２８℃で
の練混ぜ後温度を２２℃程度に保つことができた。

図―５ 使用材料

図―６ 材料冷却

３―３ 角出し用面木
ポリマーセメント吹付け前に墨出しして面木を
設置することによって門柱の角になる箇所を正確
に見栄えよく仕上げ、手戻りなく作業が完了した。

図―７ 面木の設置

４．おわりに

東日本大震災後、堤防高や耐震強度の改定によ
り水門設備の耐震補強工事が増加しており、PP
工法の需要は今後も高まるものと予想される。外
気温が低く降雨の少ない冬期施工が好条件となる
ポリマーセメント吹付けを夏期に行い、冬期施工
と同じ施工期間で終えるためには、事前に多くの
準備が必要であると考察する。本工事においては
１号ゲートで３３日かかった作業を２号ゲートにお
いては１８日間にまで短縮し、冬期施工とほぼ変わ
らない作業性も確保できた。

図―３ 作業状況
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